
第 1回九頭竜川流域懇談会 議事骨子 

 

日時：平成 21 年 2 月 28 日（土）13:30～16:35 

場所：福井県教育センター ４Ｆ 大ホール 

 

第 1 回九頭竜川流域懇談会では、次のような議事が審議されました。 

◆ 九頭竜川流域懇談会の設立について 

 

１．九頭竜川流域懇談会の設立趣旨について 

「河川整備計画」に基づく河川整備を推進するにあたり、近畿地方整備局と福井県で

は、河川法に基づき「河川整備計画」の変更について意見を伺ったり、「河川整備計

画」に基づき実施中である事業の進捗点検を行っていただくほか、国が実施する河川

事業における「行政機関が行う政策の評価に関する法律」に基づく再評価および事後

評価について「近畿地方整備局事業評価監視委員会」に代えて審議を行うことを目的

とし、「九頭竜川流域懇談会」を設置することとした。 

２．九頭竜川流域懇談会の委員委嘱について 

懇談会の設立趣旨に鑑み、基本的に九頭竜川流域委員会の委員として就任されていた

方を懇談会の委員に委嘱した。新たに林進氏（福井県土地改良事業団体連合会専務理

事）と若林健一氏（福井県農林水産部技幹）に就任頂いた。 

３．九頭竜川流域懇談会規約（案）について 

河川管理者から提案された九頭竜川流域懇談会規約の案のとおり承認された。 

４．座長の選出 

九頭竜川流域懇談会規約第３条５項に基づき、委員の互選により池淵委員が座長に選

出された。また、同６項に基づき、座長代理に川上委員が座長より指名された。 

 

◆ 審  議 

 

Ⅰ．九頭竜川流域懇談会の公開方針について 

  １．九頭竜川流域懇談会の公開方針について 

    河川管理者から提案された九頭竜川流域懇談会公開方針(案)のとおり決定された。 

  ２．九頭竜川流域懇談会の運営に関する事項について 

    九頭竜川流域懇談会の運営に関する事項について、以下のとおり承認された。 

   (１)懇談会の公開方針について 

懇談会の運営方針（審議の進め方等）は懇談会で決定する。また、審議結果のと

りまとめや会議内容の公表も懇談会が行なう。 

 



   (２)近畿地方整備局及び福井県の審議等への関わり方について 

近畿地方整備局及び福井県は、懇談会から求められた時、河川管理者の立場で懇

談会に説明や意見の表明を行なうことがあるが、審議及びとりまとめには関わら

ない。 

   (３)議事録の確認について 

懇談会開催後、議事骨子および議事詳録の内容については委員全員が確認を行い、

確認完了後に公表を行う。 

   (４)発言者名の公表について 

議事のとりまとめに際し、発言者名の入った議事骨子、議事詳録を作成するが、

公表にあたっては、発言者名を掲載しない。 

   (５)取材方法について 

会議風景の TV・ビデオ・写真撮影及び発言の記録については、審議の進行に支障

をきたさない範囲で原則的に自由とする。 

 

 Ⅱ．大蓮寺川の治水計画変更について 

河川管理者から大蓮寺川の治水計画変更について、以下の説明を行った。 

１．今後の審議スケジュールについて 

２．九頭竜川流域委員会での審議経過 

３．大蓮寺川の概要について 

４．過去の浸水被害について 

５．被害原因（河川現状）について 

６．現計画について 

７．現在の進捗状況について 

８．計画の見直しについて 

 

■委員からの主な意見 

次回の懇談会に向けて、以下のような意見が出された。 

・現地視察を行いたい。 

・なぜ今見直すのか、見直しに至った経緯を明確に示して欲しい。 

・現計画と計画見直し案の流量配分図や流域区分（集水区域）を示して欲しい。 

・内水地区と外水地区の整理が必要ではないか。 

・計画見直しの内容を、現計画との比較表などを用いて、費用、工期、メリット等、

わかりやすく説明して欲しい。 

・福井県域でも集中豪雨が増加傾向にあるというデータが提示できないか。 

・地下水の動態と構造物の関係を整理して、事業による地下水への影響がないか確

認して欲しい。また環境アセスを行っていれば、提示して欲しい。 



 

Ⅲ．（報告）吉野瀬川ダムの計画変更について 

河川管理者から吉野瀬川ダムの目的変更に関する以下の説明を行った。 

（１）九頭竜川水系日野川ブロック河川整備計画（吉野瀬川）に関する審議経過 

（２）ダム事業の経緯説明 

（３）工業用水道事業中止の理由および経緯 

（４）福井県公共工事等評価委員会での審議結果（多目的ダムから治水ダムに変更） 

（５）地元の要望 

（６）事業の進捗状況 

（７）九頭竜川水系日野川ブロック河川整備計画の変更内容 

懇談会では吉野瀬川ダムの目的変更に伴う九頭竜川水系日野川ブロック河川整備計

画の変更内容について了解された。 

なお、今回の吉野瀬川ダムの変更は工業用水撤退に伴うものであり、治水計画に変更

点はないことから報告という形で懇談会に提示された。今後も類似のケースについて

は審議と報告を明確に分けて懇談会に提示するよう、意見が出された。 

 

◆ 事務連絡等 

 

第２回九頭竜川流域懇談会の開催について心掛ける 

開催時期：５月を予定 

内  容：大蓮寺川の現地踏査も予定している。 

 

（以上 16:35 閉会） 


